
千葉科学大学　

学長　木 曽 　 功

「フィッシュ・ファクトリー」構想実現のために何が必要か

　2016年 4 月に千葉科学大学学長に就任して以来、大学と地域の発展をどのようにして図るかを考え

てきました。その中で、私たちは今年、 1つの大きな夢への一歩を踏み出しました。それは、千葉科

学大学が重点研究対象に掲げてきた「『好適環境水』による次世代型水産技術イノベーション（技術革

新）」が、文部科学省の「私立大学研究ブランディング事業」に選定されたことです。

　この事業は「全学的な独自色を大きく打ち出す研究に取り組む私立大学に対し、施設費、装置費、

経常費などを一体的に支援する」という内容で、私たちの研究は「地域の経済・社会、雇用、文化の

発展や特定の分野の発展・深化に寄与する研究」に与えられる「社会発展型」の研究対象に選定されま

した。大都市部の大学に伍して事業選定されるためには極めて厳しい競争を勝ち抜かねばなりません

でした。本学教員の努力はもちろんですが、地域の皆様からいただいた支援のおかげであると、感謝

の気持ちを持って2016年を締めくくることができました。

　こうして飛躍の機会をいただいたのですから、今年は「好適環境水」の研究を飛躍的に発展させね

ばなりません。この研究については地域の皆様方からは既に、相当のご理解をいただいておりますが、

ここで再度、私たちが目指す研究の方向についてご説明いたします。

　「好適環境水」とは効率的な魚類飼育を目的として成分や濃度を調整した人工飼育水のことです。

淡水・海水魚とも飼育可能で、飼育魚の病気抑制や成長促進効果があります。こうした特性を生かし、

私たちは「好適環境水」による「フィッシュ・ファクトリー（魚工場）」の実現を目指しています。

　近年、世界全体の漁獲高は急増しています。世界的な健康志向の拡大で「肉食より魚食」と考える

人が増えているからです。一方、魚の資源量は頭打ちの状況で、需要の急増に追いついていません。

人類は養殖技術を発展させることで、拡大する魚需要を満たしてきました。しかし、現在の海で行わ

れる養殖は、残餌（ざんじ、魚に与えて残った餌）や魚の糞の排出などにより環境に大きな影響を与

えるという問題点を抱えていました。

　しかし「好適環境水」を使い、陸上に「フィッシュ・ファクトリー」を設置することで、こうした環

境への影響を最小限に抑えることができます。魚の病気発生率も抑えることができます。魚需要の急

増に備えて効率よく魚を飼育することが可能であり、環境にも優しいというのは、千葉科学大学が建

学以来掲げてきた「リスク・危機管理」の確立という目標にもぴたりと一致していると考えています。

　もちろん、夢実現のためには乗り越えねばならない課題があります。たとえば、地球環境の中では、

水は循環することによってきれいになりますが、陸上の養殖では水の交換が必要になります。どうす



れば、効率的に水を交換できるかが大きなポイントになるのです。また地域産業との連携も私たちの

大きな任務と心得ています。好適環境水の研究・開発と同時に、地域企業との魚の加工技術の共同研

究などを進めていくべきと考えています。

　ここ銚子は極めて優良な漁業資源を誇り、それによって大きく発展してきました。しかし近隣諸国

の経済発展と漁獲量の拡大に伴い、10年、20年先には、この豊かな漁業資源をいかに維持していくか

が課題になると考えます。そのとき、大きく役に立つのが「フィッシュ・ファクトリー」構想です。

　私たちの夢である「フィッシュ・ファクトリー」は、世界の魚資源維持と言う大きな目標を掲げて

います。一方で、夢実現のためには地域の方々との緊密な交流や協力が不可欠です。大きな目標を実

現するために、ぜひ「千葉科学大学研究ブランディング構想　『好適環境水』による次世代型水産技術

イノベーション」に強い関心と支援をお寄せください。それを今年度の私の最大の努めにしたいと思っ

ています。
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4 200 mM SET (Sucrose–

EDTA–Tris–HCl) buffer (pH 7.4) 
 (9000×g 20 min 4 )  (S9 ) 

 

Lowry  3 DC protein assay 
kit  (Bio-Rad Laboratories) 

 5 µL A 25 µL B
200 µL 30 Multispectro 
Microplate Reader VARIOSKAN (Thermo Electron Corporatio) 

 (750 nm)  

 p-nitrophenylacetate (PNPA) (
) Hosokawa 4 

30 1 mM PNPA in CH3CN 900 µL 200 mM Na,K phosphate 
buffer (pH7.4) 50 µL 0.4 mg/mL 50 µL

 (p-nitrophenol) Ultraspec 6300 

pro (GE Healthcare)  (405 nm) 
  

.  

3
1

4.2%
2.1% 2

20.7 mg/mL
 

 

 

  /  (g)  
(mg/mL) 

1  8.2/194.5 19.9 
2  2.1/77.0 19.6 
3  2.7/177.0 22.7 

 
PNPA 1 mg

1  (µmol/mg 
protein/min) 2

2.96
-80 1

-80
  

 
 

   ( ) 
(µmol/mg/min) 

 (1 ) 
(µmol/mg /min) 

1  0.133±0.011 0.142±0.007 
2  0.408±0.020 0.414±0.008 
3  0.380±0.011 0.352±0.003 

±  (3 )  

.  

, 
. 

 

 

1. , , 12, (1971), 451-458 
2. 30  ( )  
[http://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/suisan_yobo/attach/pdf/
index-9.pdf] 2017/01/31 
3. Lowry O. H. et al., J. Biol. Chem., 193, (1951), 265-275 
4. Hosokawa, M. et al., Mol. Pharmacol., 31, (1997), 579-584 
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Table 1  
Entry  

 (g)  
 

 (mm)  
 

 (mm)  
 

 (mm)  
1 102.01 60.26 55.94 27.69 
2 82.95 56.37 53.11 26.33 

 
Entry  

 (mg/L)  
 

 (mg/L)  
1 25 5-10 
2 25 5 
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792 (x) × D 481 (z) × H 196 (y) mm)  . , 
, PE 1,000 mL

20 . 
, , 

PE . 
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Epinephelus akaara 
, 

1,2. , 
, . 

,
. 

, 70–100%
0–3%

3, .
, 
, 

, 
. 

, 
: 27.5 , : 1.023 g/cm3, pH: 8.20 .

1 kL 3 ,
. 

, 550 ± 50 mL/min
2 , 

( 0 mm, 
10,000 Lux) . 

5 . , 
1 3 (4, 12, 20 ) , 1

6 . 
, (TL) , (OG) , 

(YS) . JIS 
K 7112 ( –

: D ) 4) . , 28
7 ( 1.015–1.045 g/cm3) 

2
, 28.0 . 

, 
0 m/s2

, 
.  

 

ρs,x  = ρF1 +
(x – y)(ρF2 – ρF1)

z – y  

 
ρF1, ρF2 :

(g/cm3) 
x : 

(mm) 
y, z : 2

(mm)

 

Fig.1 . 
0 (20 ) , ( ± 

) 1.018 ± 8.870 × 10-4 g/cm3 , 
, 1 (20 ) 1.021 ± 7.400 × 

10-4 g/cm3 . 2 (4 ) 
1.020 ± 1.490 × 10-3 g/cm3 

, 5 (4 ) 
1.027 ± 3.450 × 10-3 g/cm3 . 5)

, 
, 

5 6

, 
4

. , 
3 (12 ) 

. 

4
, 

3 (12
)  

1. , , , , Nippon 
Suisan Gakkaishi, 72(4) , (2006), pp. 702-709. 

2. , , , , , 46(2) , 
(1998), pp. 213–218. 

3. , , , , 
, 47 (4), (1999) , pp. 589–593.  

4. ( ) , (1999), pp. 5–10. 
5. , , , , , 

, , ,  Nippon Suisan 
Gakkaishi, 75; (1) , (2009) , pp. 54-63 

6. , , , ,  Nippon 
Suisan Gakkaishi, 75; (4) , (2009) , pp.652-660 
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Fig.1 Changes in the body density of Epinephelus
akaara larvae (n = 6, Bars:±SD) .
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Astaxanthin ( astx)  (Figure 1) 
, carotenoid . , 

, , 
.1 Astx , 

,2 
. , astx , 

 (Haematococcus spp.) 
, 

.3  
, astx

.4 , 
,5 6

7 , 
. , 

astx , 
astx .  

 (Eriocheir 
japonica) , astx

, astx
. astx

. 

29 10
.  

3  ( 54.07 
± 7.11 mm, 87.17 ± 21.91 g) , Ohi

8 , HPLC (Shimadzu, Kyoto, 
Japan) astx . 

trans-β-apo-8’-carotenal (Sigma-Aldrich, MO, USA) 
.  

1  ( 57.96 
mm, 100.0 g) , Long 5 , 

, 
5  (KONICA MINOLTA, Tokyo, Japan) 

, .  

 , astx (13-

cis) 11.0 min, astx (trans) 12.5 min, astx (9-cis) 16.5 min, 
20.0 min . Table 1 . 

astx 1.35 ± 0.20 mg/kg
.  

Table 1. The amount of astaxanthin in the Japanese mitten crab 
Eriocheir japonica 

Entry Body weight 
(g) 

Total astx 
(mg) 

Total astx/weight 
(mg/kg) 

1 112.3 0.18 1.58 
2  90.3 0.12 1.37 
3  58.9 0.06 1.09 

Average 87.17 ± 21.91 0.12 ± 0.05 1.35 ± 0.20 
Data are presented as mean ± SD (n = 3). The total astx was 
calculated from the following equation: 
 

Total astx = astx(13–cis) + astx(trans) + astx(9–cis) 
 

Table 2 . 
,  (L* ), 

 (a* ),  (b* ) 
. .  

 
Table 2. Color values of carapace in the Japanese mitten crab 
Eriocheir japonica 

 Before boiling After boiling 
L* 32.68 ± 1.80 46.90 ± 1.13 
a*  4.51 ± 0.35 17.72 ± 2.69 
b* 12.39 ± 1.27 26.06 ± 1.67 

Data are presented as mean ± SD (n = 5). The L* value 
(lightness) represents with a scale of 0 (pure black) to 100 (pure 
white). The a* value (redness) and the b* value (yellowness) 
represent color along a spectrum from green to red and from 
blue to yellow, respectively. 

, astx
. , 

astx , astx
. 

1. Nishida, Y., , 12(10), (2012), 525–531. 
(In Japanese) 

2. Itakura, H.; Takahashi, J.; Kitamura, A., Japanese Journal of 
Complementary and Alternative Medicine, 5(3), (2008), 173–
182. (In Japanese) 

3. Takahashi, J.; Hongo, N.; Ohki, S.; Kitamura, A.; Tsukahara, 
H.; Kyo, H.; Suzuki, N., Japanese Journal of Complementary 
and Alternative Medicine, 12(1), (2015), 9–17. (In Japanese) 

4. Ito, Y.; Kamata, T.; Tanaka, Y.; Sameshima, M., Aquacult. Sci., 
34(2), (1986), 77–80. (In Japanese) 

5. Long, X.; Wu, X.; Zhao, L.; Liu, J.; Cheng, Y., Aquaculture, 
473, (2017), 545–553. 

6. Shiode, Y.; Nakata, K., Aquacult. Sci., 65(3), (2017), 203–208. 
(In Japanese) 

7. Kouba, A.; Sales, J.; Sergejevová, M.; Kozák, P.; Masojídek, 
J., J. Appl. Ichthyol., 29, (2013), 193–199. 

8. Ohi, Y.; Namiki, T.; Katadae, M.; Tsukahara, H.; Kitamura, A., 
Nippon Shokuhin Kagaku Kaishi, 56(11), (2009), 579–584. (In 
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